
それでは、私からは今期の業績見通しに対する進捗の状況と、各事業分野にお
ける最近の取り組み等について、ご説明させていただきます。



まず、第2四半期の実績は先程のご説明の通りですが、通期業績予想に対する
全体の進捗率は、売上高が36％、経常利益では31％になっています。
昨年上半期に比べて進捗率自体は低いですが、ほぼ期初の計画に沿って進んで
います。
事業別で見ますとRP事業の売上の進捗率が31％、ホテル開発事業では9％の
進捗となっています。
これは、今期の販売計画において、RP事業では比較的規模の大きい物件の販
売が下期に予定されていることと、ホテル開発事業での物件販売も下期に計画さ
れていることによるものです。
この点、後ほど現在の販売状況と合わせて、補足説明させていただきます。
一方で、不動産サービス事業とホテル運営事業の売上の進捗率は、それぞれ51
％と55％になっております。
いずれも上半期で50％超の水準にあり、業績は順調に積み上がってきています。



こちらのグラフは、直近5期および、今期上半期までの経常利益の推移です。
それぞれ四半期ごとの進捗を色分けして示しております。少し薄いブルーのところが
第２四半期３か月間の業績になっています。
繰り返しになりますが、昨年度はRP物件の販売で比較的規模の大きな案件が
第2四半期に集中した関係で業績が大きく進捗しましたが、今年度は下半期に
件数、金額ともに多く予定しております。
いずれにしましても、四半期ベースでは、物件売却の規模や決済のタイミング次第
で、進捗率が上にも下にも大きくぶれる傾向があります。
この点、通期ベースでは、これまでもしっかりと期初予想を上回って達成してきてお
りますので、そのような視点で見ていただければと存じます。



次に、足元の販売の進捗状況について、ご説明させていただきます。
こちらのスライドではフロー型事業の業績としてRP物件、ホテル物件、不動産小
口化物件など、販売用不動産の売却分だけを合算した売上高と売上総利益の
推移をグラフにしています。
今期の業績につきましては、10/1以降、昨日までに、売却決済になったものと、
既に売却契約済みで、今後、決済予定のものを合計した金額を薄い黄色でハイ
ライトしています。
売上高では136億円、売上総利益では48億円強になっています。
これらを第2四半期の実績に加えますと、通期予想に対する実質進捗率は売上
が49％、売上総利益は52％に達しております。



一方、ストック型事業では、当上半期においても、業績は過去最高を更新してい
ます。
こちらのグラフは、先程の販売用不動産の売却分以外の業績、すなわち、不動
産サービス事業やホテル運営事業などを合計した売上高と売上総利益の推移を
表しています。
これらの事業の当上半期の実績は、売上高が155億円で、前年同期比、19.4
％増、売上総利益は49億円で、16.0％増と、大きく伸びてきています。
また、このストック型事業の収益で、会社全体の販管費（48億円）を賄う収支
構造になってきています。
今後もこの分野の成長角度を更に引き上げ、伸ばしていくことによって、より安定
的で強固な財務構造に高めて参りたいと考えております。



中間配当につきましては、期初予想通り1株当たり33円を実施させていただきま
す。
今後も、更に、事業の成長拡大を図ると共に、配当を着実に伸ばしていくことによ
って、企業価値を高め、市場の期待にお応えできるよう、取り組んで参ります。



次に、事業環境についてです。
マクロの環境としては、政治面や地政学的問題等、リスク要因が多くありますが、
全体的には景気はやや減速しつつも、当面は底堅い状態が続く、という見方にあ
るかと思います。
また、日本の政策金利は引き上げ方向にある一方で、昨日、今年2回目の利下
げを発表したアメリカをはじめ、欧州や中国などの主要国では、金融緩和の方向
に進んでいく。このような大筋のシナリオはしばらく続くと思われます。
そのような中、オフィスビル市場の回復や、ホテル・観光市場における需要拡大の
基調も、当面は変わらず続くものと想定します。
不安定な金融環境には十分留意しつつも、期初の計画を継続し、しっかりと事業
を推進して参る所存です。



ここからは、各事業における、最近のトピックスを、いくつかご紹介させていただきま
す。
まずは、リプランニング事業の事例です。
こちらは、千代田区（神田須田町）にあるビルで、地下１階、地上8階建て、
築後26年のビルです。
基準階の貸室面積が約100坪で、少し大きめのフロアになりますが、フル・セットア
ップを施しました。
通常のセットアップで行う会議室やコミュニケーション・ラウンジ等を作り込んだ上で、
更に、デスクやその他のオフィス什器の設置も行いました。
それによって、入居されたテナント企業様が、すぐに仕事を始められる状態にしてお
ります。また、テレワーク用のブースにも特別感のある広いスペースを作るなど、ユー
ザー視点の工夫を加えております。
これらの取り組みが効を奏し、近隣で増床移転先を検討されていた、テナント企
業に入居いただくなど、リーシングも順調に進みました。 そして、お蔭様で、高稼
働、高収益ビルとして、販売することができました。



次に、こちらも千代田区（神田神保町）にあるビルで、地上7階建てのビルにな
ります。
このビルでは、執務室の壁にミューラルアートを描いています。
アートが放つ「特別な色彩感」や「個性」、「自由さ」といった感覚が、新たな発想
を生み出すエネルギーとなる。そのようなオフィス空間を描いて作り込みました。
このようなデザイン性の高いオフィス環境が、社員の方のモチベーション向上にも繋
がるとのご評価いただき、新規テナントの入居が進みました。
お蔭様で、満室稼働にて販売させていただきました。

なお、先程のビルも本件もそれぞれ台湾の起業家、資産家の方にご購入いただき
ました。また、販売後の管理は引き続き当社にて行わせていただいております。



次に、不動産小口化事業です。
保育園やクリニック、また、サービスステーションやビルの底地など、多様な不動産を
小口所有商品として、事業を展開しております。
お陰様で順調に事業が伸びてきており、今月販売を開始したオフィスビルの小口
化商品、このスライドの右上の写真になりますが、Compass Biz 銀座Eastは、
今期4件目の販売物件となります。



次に、不動産サービス事業のトピックスとして、今般、アセットマネジメント会社を設
立いたしました。
これは、ストック型事業の拡充を図る多角化の一環として、新たに私募リート事業
を開始するために設立したものです。
現在、事業開始に必要となる、許認可の取得の手続きを進めております。
来年度後半には、私募リートの運用を開始できるよう、目指しております。



続いて、貸会議室事業です。
こちらも引き続き好調で、積極的に出店を進めてきております。
8月～9月にかけては、浜松町、虎ノ門、横浜みなとみらいで、合計約2500坪と
なる、比較的大型の施設を、新規にオープンいたました。
これにより、全体の運営面積は9,711坪となりました。
今年度末の目標である10,000坪に対し、計画前倒しのペースで進んでいます。
また、売上高も期初計画を上回る見通しで、順調に伸びています。



続いて、ホテル運営事業です。こちらも大変好調です。
堅調なインバウンド需要と国内旅行の回復が続いており、稼働率、客室単価とも
に上昇しています。
また、売上高は通期予想の71％まで進捗しております。
今後、冬場の第4四半期は、季節要因としてやや弱含むのは否めませんが、期
初予想は、しっかりと上回る見通しで進捗しております。



運営ホテルも着実に増えてきています。
直近では、オリエンタルヒルズ沖縄が、7月からM＆Aで当社グループホテルに加わ
り、9月には京都五条に「日和ステイ 京都鴨川」が新規オープンしました。
これらを加えた、運営中のホテルは、現在28軒、3,144室となっています。
また、建築中のものや、開発用地取得済みでプラン策定中のものを含めますと、
次の3年程度でホテル数が合計で43軒、客室総数は5,200室強まで増加する
見込みになっています。



次に、地域創生の取り組みです。
当社では、「観光で地方を元気に！地方が元気になれば、日本が元気になる！」、
このスローガンのもと、ホテルを中核とした地域創生事業に取り組んでおります。
先般、世界遺産登録となりました新潟県の佐渡島をはじめ、沖縄県の宮古島な
どではホテル＋αの関連事業を通して、地域の活性化に寄与するべく取り組んで
おります。
また、直近では青森県六ケ所村や山形県酒田市で、自治体との「地域振興協
定」に基づく、ホテル開発計画を進めております。
これらの事業を通して地域発展の一助となれるよう、取り組んで参ります。



最後に、ベトナム事業の進捗です。
分譲マンションプロジェクト 2号案件（202戸）が８月に着工しました。
竣工は2026年秋の予定ですが、基礎部分の工事が完了次第、販売が可能と
なりますので、来期からは、さらにプロジェクトが進捗していく見込みです。

ご説明は以上となります。


